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「蒸し大豆」の開発に当たり、商品パッケージ等販売促進資料の作

成をお手伝いしました。この蒸し大豆は、常温流通商品として県内

外の市場拡大も期待できるので、都城市や、宮崎県を大豆の産地と

してＰＲするだけでなく、都城の地域おこしとして取り組むことの

できる事業でもあります。 担当コーディネーター 佐々木 隆行

ケンコー食品工業
株式会社

宮崎お芋たっぷりムースロール

都城市鷹尾３丁目28-21
電話：0986-23-6041

有限会社 オッティモ

宮崎市中村東２丁目8-33
電話：0985-53-1422

みやざき農商工応援ファンド事業を進める上で、両社が保有しているノウハウや技術を組み合

わせて、すばらしいお芋ムースケーキを開発するお手伝いをしました。そして宮崎県産の甘藷を

使用した、新しい宮崎のお土産が出来上がりました。
担当コーディネーター 佐々木 隆行

宮崎県都城市産在来種を使った「蒸し大豆」

当社はみやざき農商工連携応援ファンド事業に

おいて、串間市の甘藷生産者株式会社くしまアオ

イファーム様と連携を組み、最新の栽培方法で収

穫された新鮮な串間産甘藷から、とろけるような、

ほんのり甘いムースロールを作りました。

ロール生地にはカステラ生地を採用し、甘藷の

ムースを包むことでやさしい味を醸し出すことが

できました。さらに、ロールケーキのトップにも

８年前に宮崎大学が試験栽培を開始した宮崎県在来種の

大豆。この大豆は「みやだいず」と命名され、宮崎大学、

県、都城市、同市内3農業法人で立ち上げた「みやだいず

復活プロジェクト」で、「みやだいず」は高級大豆である

「ふくゆたか」と同等以上の味や風味を有していることが

確認されました。

この「みやだいず」を使用して開発したのが「蒸し大

豆」です。周辺農家で栽培した「みやだいず」を、直接

パックに入れた状態で、高温度でレトルト化しており、大

豆本来の香りや甘みをそのままに、柔らかく甘い食感に仕

上がっています。

代表取締役 吉田 努

代表取締役 力武 知子

宮崎甘藷のクリームを

絞り、最後にじっくり

煮込んだ甘露煮をトッ

ピングしました。宮崎

の味をふんだんに盛り

込んだ素敵なロール

ケーキです。
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(公財)宮崎県産業振興機構 フードビジネス推進課
〒880-0811 宮崎県宮崎市錦町1-10 FAX 0985-89-4468
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電話による事前の相談予約が必要です

※来室の際は、無料駐車場がありませんので、最寄りの有料駐車場又は公共交通機関を御利用ください。
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去る３月１３日(水)、宮崎市の県電ホール(宮崎県企

業局庁舎１階)において、県との共催でステーションに

関する報告会を開催しました。

これは、ステーション開設から５年が経過し、また当

ステーションにおけるこれまでの取組みが第８回地域産

業支援プログラム表彰事業(イノベーションネットア

ワード2018)において農林水産大臣賞を受賞したことを

受けて、フードビジネスのより一層の振興を図るため、

この５年間の取組内容等に関して報告を行ったものです。

フードビジネス相談ステーションにおける
取組内容等に関する報告会を開催しました！

会場には、県や市町村などの行政機関や支援機関、支援を

受けた企業等から多数参加があり、主催者挨拶の後、機構の

冨山常務理事がステーションのこれまでの取組みについて説

明を行いました。

さらに、ステーションの開設時からコーディネーターとし

て支援に従事してきた高峰、佐々木の両コーディネーターか

ら、これまでを振り返って、新商品開発に取り組む企業が増

えていることや、従業員が働きがいのある職場をつくること

が企業の成功につながっている事例があることなどの話がありました。

参加者はこれらの報告に熱心に耳を傾けており、さらに、これまで開発等を支援してきた商品の

一部を展示したコーナーにも、大きな関心が寄せられていました。

▲高峰コーディネーター ▲佐々木コーディネーター






















